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カ
ム
ル
ー
プ
ス
而
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
釆
宇

寡

題

′

▲オールドタイマーサッカーチームと宇治サッカー協会の皆さん（太陽が丘で）

九
月
七
日
、
友
好
都
市
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

か
ら
オ
ー
ル
ド
タ
イ
マ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
団
長

マ
ー
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
助
役
）
二
十
二
名
が
来
宇
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
八
日
に
池
本
市
長
を
表
敬
訪
問
、
ブ
ラ
ン

チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長
か
ら
の
親
書
を
贈
り
ま
し
た
。
今
回

の
来
芋
で
は
、
市
内
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
三
試
合
を

行
い
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、
二
十
二
名
全
員
が
市
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

を
し
、
日
本
の
生
活
、
文
化
を
通
し
た
草
の
根
交
流
が

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ
は
、
・
約
四
百
名
の
宇

治
市
民
が
訪
問
、
ま
た
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
百
二
十

名
の
市
民
が
来
芋
さ
れ
、
両
市
民
間
の
交
流
が
す
す
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

六
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
通
し
て
、
団
長
の
マ
ー
テ
ィ

ン
ナ
ゴ
助
役
は
「
今
回
の
訪
問
は
大
変
歓
迎
さ
れ
、
初

め
て
大
人
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
体
験
し
ま
し
た
が
、
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
は
お
互
い
を
理
解
で
き
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
恩
う
」
と
感
・
想
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
お
世
話
に

な
っ
た
市
民
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
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オ
ー
ル
ド
タ
イ
マ
ー
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

交
流
い
ろ
い
ろ

今
回
の
カ
ム
ル
ー
プ
ス
・
オ
ー
ル
ド
タ
イ
マ
ー
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
釆
芋
に
際
し
、
宇
治
市
で
は
、
宇
治
市

国
際
親
善
協
会
な
ど
十
四
の
市
民
団
体
で
構
成
す
る
歓

迎
実
行
委
員
会
（
和
田
安
治
委
員
長
）
を
結
成
。
歓
迎

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
交
流
試
合
の
企
画
、
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
と
宇

治
市
は
、
平

成
二
年
七
月

一
日
に
友
好

都
市
盟
約
を

締
結
、
今
ま

で
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
教
育

な
ど
の
分
野

で
交
流
が
深

め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
十
八
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
た

の
も
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。
釆
宇
し
た
二
十
二
人
の

う
ち
十
九
人
が
日
本
は
初
め
て
で
、
各
家
庭
で
は
家
族

あ
げ
て
歓
迎
さ
れ
、
あ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
は
近

所
の
人
た
ち
を
呼
ん
で
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て

楽
し
み
、
交
流
の
輪
は
夜
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
十
四
日
、
市
民
と
の
交
流
を
思
い
出
に
、

多
く
の
市
民
を
は
じ
め
関
係
者
に
見
送
ら
れ
て
、
宇
治

を
離
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
交
流
は
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
は
初
め
て

の
交
流
と
な
り
、
宇
治
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
シ
ニ
ア
選
抜

や
宇
治
青
年
会
議
所
チ
ー
ム
な
ど
と
三
試
合
を
行
い
、

い
ず
れ
の
試
合
も
接
戦
の
未
、
オ
ー
ル
ド
タ
イ
マ
ー
サ
ッ

ト
試
合
の
前
に
両
チ
ー
ム
が
エ
ー
ル
の
交
換

カ
ー
チ
ー
ム
が
勝
利
し
ま

し
た
。十

一
日
に
は
市
民
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
「
ユ
ー
ト
ピ

ア
」
に
参
加
し
た
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
は
、
宇
治
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
旗
を
か
か
げ
て

入
場
、
ス
タ
ン
ド
の
市
民

の
声
援
に
手
を
振
っ
て
こ

た
え
て
い
ま
し
た
。

ト
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
話
が
は
ず
む

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー



ＵＩ ＦＡニュース

総
惨
畠
奄

昨
年
に
続
い
て
、
今
年
も
十
月
十
四
日
か
ら
英
語
と

中
国
語
の
語
学
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
上
林
副
会
長
が
語
学
を
通
し
て
国
際

交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
と
あ
い
さ
つ
。
英
語
と
中
国
語

の
二
つ
の
コ
ー
ス
に
分
れ
て
講
座
は
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
の
講
師
は
英
語
が
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
ジ
ョ
ン
と
ロ

ス
君
、
そ
し
て
中
国
語
は
鳩
冬
さ
ん
の
三
人
で
す
。

受
講
生
は
、
日
常
会
話
を
中
心
と
し
た
講
義
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
十
二
月
八

日
ま
で
の
八
回
行
わ
れ
ま
す
。

塔
各
各
簿
各
各
各
各
簿
各
簿
各
各
命
令
各
各
各
各
各
各
各
命
令
各
簿
簿
菱
各
各
各
各
各
各
簿
各
各
各
命
令
各
各
各
各
各
各
各

劫劫歯並劫劫

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
Ａ
Ｅ
Ｔ
二
人
が
着
任

傘傘争奪傘傘層

静
命
令
豊
年
命
令
命
令
命
令
命
令
命
令
命
令
命
令
命
革
命
骨
髄
領
事
骨
骨
や
骨
翠
翠
翠
翠
や
留
学
骨
留
学
登
登
登
登
登
登
登
登
璽

今
年
の
八
月
に
、
友
好
都
市
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら

二
人
の
英
語
指
導
助
手
が
来
芋
。
市
内
の
中
学
校
で
英

語
助
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ン
は
空
手
と
テ
ニ
ス
、
ロ
ス
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
趣
味
の
青
年
で
す
。
現
在
、
一
日
も
早
く
日
本
語
を

覚
え
よ
う
と
、
日
本
語
の
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
Ａ
Ｅ
Ｔ

、

ジ

ョ

ン

・

ア

ニ
キ
ア
リ
コ
さ
ん

一
五
）
と
ロ
ス
・

ン
フ
リ
ー
さ
ん

一
四
）
の
二
人
。

▲　ロス・バンフリーさん

二
人
は
十
月
十

四
日
か
ら
始
ま
っ

た
語
学
講
座
の
講

師
と
し
て
も
、
活

躍
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

揮
箱
㌘
肇
、

宇
治
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
の
日
系
人
会
よ
り
、
新
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
資

金
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
資
金
協
力
を
行
う
た
め
「
世
話
入
会
」
を

設
置
し
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
訪
問
者
を
は
じ
め
広
く
市

民
に
協
力
依
頼
を
致
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
変
多

勢
の
方
々
か
ら
総
額
一
八
二
万
三
千
円
の
協
力
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
必
要
経
費
を
差
引
き
全
額
「
日
系
入

会
」
に
送
金
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
方
全
員
の
お
名
前
を
「
協
力
者
名
簿
」
と
し
て

お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
新
文
化
セ
ン
タ
ー
の

竣
工
式
は
十
一
月
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
文
化
セ
ン
タ
ー
は
宇
治
市
民
が
訪
問
し
た
時

に
は
、
「
交
流
の
場
」
と
な
り
ま
す
し
、
ま
た
日
系
人

の
活
動
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
も

の
と
恩
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
各
位
に
対
し
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
国
際
交
流

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
略
儀
な
が
ら
お
礼
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

世
話
人
代
表
　
中
川
意
次
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中
国
・
成
陽
市
友
好
親
善
訪
問
団
（
岩
本
昭
造
団
長
）

十
名
は
、
十
月
二
十
二
日
午
前
七
時
に
多
数
の
市
民
や

関
係
者
の
見
送
り
を
受
け
て
出
発
し
、
二
十
八
日
全
員

元
気
に
帰
宇
し
ま
し
た
。

〓
付
は
、
二
十
三
日
と
二
十
四
日
は
成
陽
市
に
滞
在
、

二
十
三
日
に
は
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
今
年
五
月
に

新
し
く
就
任
さ
れ
た
鄭
徳
義
市
長
は
じ
め
李
錦
江
成
陽

市
委
員
会
書
記
な
ど
と
歓
談
し
ま
し
た
。
こ
の
後
一
行

は
威
陽
市
主
催
の
歓
迎
会
に
出
席
し
て
、
多
く
の
威
陽

市
民
に
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

▲郭市長に池本市長の親書を手渡す岩本団長

▲実験小学校で学校長と懇談

平
成
六
年
度
の
会
費
を
、
同
封
の
振
り
込
み
用
紙
で

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
住
所
の
変
更
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
会
費
　
　
二
千
円

▼
団
体
会
費
　
　
五
千
円

▼
法
人
会
費
　
一
万
円

宇
治
市
国
際
交
流
塞
金

ご
協
力
く
だ
さ
い

二
十
四
日
に
は
、
本
市
の
三
室
戸
小
学
校
が
交
流
し

て
い
る
成
陽
市
実
験
小
学
校
を
訪
問
し
、
学
校
長
は
じ

め
教
職
員
と
教
育
内
容
や
施
設
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

訪
問
の
中
で
岩
本
団
長
に
、
三
室
戸
小
学
校
創
立
二

十
周
年
を
祝
し
て
実
験
小
学
校
の
児
童
の
絵
十
五
点
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
京
都
文
教
短
期
大

学
が
交
流
を
予
定
し
て
い
る
成
陽
師
範
専
科
学
校
を
訪

問
し
、
学
校
長
の
案
内
で
施
設
を
見
学
す
る
な
ど
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

宇
治
市
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
、
国
際
交
流
の

推
進
と
、
青
少
年
の
海
外
研
修
派
遣
（
外
国
人
留
学
生

へ
の
生
活
援
助
そ
の
他
の
国
際
交
流
事
業
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
「
宇
治
市
国
際
交
流
基
金
条
例
」
を
設

置
。
基
金
の
目
標
額
を
一
億
円
と
し
、
そ
の
運
用
益
で

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
総
額
は
約
三
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
目
標
額
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
額
で
す
。

宇
治
市
の
国
際
交
流
の
推
進
と
、
本
協
会
の
活
動
を

一
層
高
め
る
た
め
、
本
基
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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